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1 はじめに

平成23年度より後学期の開設科目「模擬授業J

を担当し、今期で4回目を迎えている。模擬授

業の時間は、「授業とは何かJr教材研究の仕方
についてJr思考力・判断力・表現力の育成に
向けた授業づくり」等について、筆者と学生同

士が互いに学び合う貴重な場になっている。

毎年のように学生から授業づくりに関する課

題が出され、模擬授業のリフレクションにおい

て、授業と課題を結び付けながら課題解決にむ

けての話し合いが熱心に行われる。

2年次、 3年次、 4年次が一緒になって学び

合い、授業づくりを通して共通の課題や各自の

課題を解決していく様子は、学校現場の校内研

究会の雰囲気と重なり、近い将来、教師になる

ための自覚を促す大切な場にもなっている。

このような学生の努力と成長の様子は、その

都度、学生自身の「自己評価」や「模擬授業だ
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よりJr学習指導案・模擬授業の評価」として
表すようにしている。それを通して一定の成果

や課題を把握し、次時の授業づくりに生かすよ

うにしてきた。

また、「模擬授業Jの特色として次の二つの

ことがあげられる。一つ目は、学生が学校現場

の校内研究会に参加し、授業観察のみならず授

業研究会の話し合いにも参加していることであ

る。二つ目にNARAEネットの関連で那覇市

立教育研究所の指導主事を講師として招轄し、

講話や模擬授業を実施していることである。

そのような中で、学生の授業づくりに関する

意気込みは高まり、課題も授業の本質に迫るも

のが増えている。その課題の中には、公立の学

校現場の教師の課題と共通するものが数多くみ

られる。その課題解決の糸口を「模擬授業」の

中で見つけるために真撃に向き合っている学生

の姿に意欲と情熱を見て取ることができる。



それは、現役で公立学校教員候補者採用選考

試験に合格を果たし、すぐに公立学校に本採用

される学生たちが増えていることにも起因す

る。 2年次、 3年次の頃から現役合格者を具体

的な目標に掲げ「学校現場に出て実践力のある

教師になりたい」という強い思いで「模擬授業」

の授業に取り組んでいる。

学生の授業づくりに対する真撃な姿を目の当

たりにした時、学生が「共通の課題に対してど

のように取組み、模擬授業を通して授業力がど

う変容したのか」をきめ細かく省察し、その成

果と課題を学生と共有しながら積み上げていく

ことの大切さを痛感している。そうすることが、

学生自身のさらなる意欲や励みとなり授業力向

上に繋がっていくものだと考える。

本稿では、「子ども主体の授業づくり」に向

けて、学生と現場の教師の共通の課題「ヤマ場

の設定の仕方」等を視野に入れた教材研究を深

め、それを実際の模擬授業に繋げていく過程や

リフレクションでの授業づくりの話し合いの内

容を実践事例として報告する。

また、学校現場や指導主事等との関わりの中

で、「大学と公立学校との連携について」見つ

め直す機会とし、学生に対して「実践力のある

教師になるための適切な支援のあり方」につい

て考究してみるものである。

2 研究の方法
研究の方法としては、次の4つの手順で進め

ていきたい。

(1) r学生の生の声」を提示し、そこから見え

てきた共通課題を明らかにする。

(2) 学生の共通の課題についての基本的な考え

方の共通理解を図る。それを基に教材研究の

仕方を学び合い、教材研究で深めたことを模

擬授業へ繋げていくようにする。

(3) 実際に公立学校の授業を参観したり指導案

を参考にしながら学生自身が自らの課題解決

に向けた指導案を作成し授業づくりを行う。

(国語科を中心に授業づくりの様子を記す。)

(4) 模擬授業のリフレクションにおいて、共通

課題に焦点を当てて話し合い、学び合ったこ

とを明らかにする。また、指導主事や公立の

学校での授業観察で学んだことも生かすよう

にする。(実際の学生の自己評価、授業評価、

模擬授業だより等を基にまとめる)

3 学生の課題把握(学生の生の声)平成26年度後学期 第 1回目の講義から

受講生10名中8名の声 2名 (3年次)は2回目からの参加

第1回目の模擬授業において、学生の授業づくりに対する疑問や課題を、毎年自己評価カードに

書いてもらっている。今回も例年同様に学生が自分の思いを記している。学生が授業づくりに対し

てどのような，思いや考えを持っているか、学生の自己評価カードの中からキーワードを中心に紹介

していきたい。

4年次Kさん:教育実習で10回の授業を行って、手応えのある授業はひとつも無かった。授

業が上手くいかなかったという思いは辛いものだが、目を背けず「どうしたら上手く子どもた

ちの学びを深めることに繋げるかJ悩み、苦しむ入り口に立っているんだという思いで前向き

に教材研究や授業づくりに取り組んでいきたい。

3年次Tさん:教育実習の研究授業のリフレクションで悔し涙を流した。自分の力のなさを

痛感し、もっと良い授業づくりをしたい、流れる授業でなく思考を深める授業をしたいと強く

思った。そういう思いができたのも、教材と向き合い試行錯誤しながら一生懸命に取り組んだ

結果だと感じている。また、子どもに寄り添うことで子どもを見る力が育ち、良い授業ができ

るようになるということを学んだのでそのことも大切にしていきたい。
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3年次Nさん:今日の講義で先生は、学生の考えを一度も否定することなく、その意見を褒め

て広げていったので、それは私にはない力、身に付けたい力なので、乙の模擬授業の中にも盗

める手立てがたくさんあると感じた。今日学んだ乙とは、教師には「子どもの意見を引きだし、

全体に繋げていく役目がある」ということである。

3年次Aさん:授業とは何だろう、授業づくりにおいて教師がめざすことは何だろうと考える

時聞になった。「流れる授業」ではなく「深める授業」を行うには、一人で考える場、一入学

びの時聞が大切で、「で・と・に学習(一人で、みんなと、活用につなげる)Jが必要だと思っ

た。全てに共通しているととは、教師の子どもを想う気持ではないかと感じた。

2年次Tさん:実際に実習を終えた先輩方の課題等を聞くことができてとてもためになった。

「授業の難しさ」や「授業力をつけるためにどうすればよいかJ等の話し合いができて、この

ことを意識しながら授業に取り組んで行きたいとd思った。特に教材研究を深めれば授業はいく

らでもよくなるし、子ども達も自ら学び、考えることのできる授業に繋がることが分かつた。

2年次Mさん:実習を経験した学生から実習先での経験(悔しかった話し等)や授業をどのよ

うに良くするかなど様々な話等が聞けたことは、非常に参考になった。また、自分のこれから

の授業づくりに役立つだろうと思った。多くのことを吸収し、次年度の実習に備えていきたい。

2年次Kさん:授業の主体は子どもであるので、子どもをしっかり観察し理解する力をつけた

いと思った。それが、授業力の向上にも繋がると考える。特に「で・と・に学習」を大切にし、

一人で考え、みんなと学び合い、生活に活かせる授業づくりをしていきたいと思う。

2年次Hさん:3年生の先輩の話の中に「自分では上手く流れた良い授業だと思ったが，子ど

も達は考えていたのか?という指摘にはっとした」というのがあって、スムーズに流れる授業

と深く考える授業について考えさせられた。自己満足の授業や指導書どおりの授業にならない

ように、子どもが主体的に学習に取組、深く思考できる授業づくりをしていきたいと思った。

このように学生の生の声には、殆ど毎年共通

しているものがある。「子ども主体の授業づく

りJr子どもの思考を深める授業づくり」と言
葉では簡単に言えるが、実際に教壇に立ってみ

るとなかなかできないということを実習後の学

生は異口同音に話している。

今回、教育実習を終えた学生のレポートを整

理してみると、教材研究の重要さに気付き、指

導案どおりにはいかないことを痛感しているこ

とが明らかになった。

また、今後、教育実習を迎える2年次にとっては、

実習を終えた学生から直接、実習先での授業づく

りの反省や課題を聞くことにより、少しでもより

良い授業づくりをして先輩方に近づくようにしよ

うとする真撃な態度が見られる。それは、教材研

究や授業づくりに対する意欲に繋がっている。

これまで記したように学生の共通の課題は

「スムーズに流れる授業ではなく子どもが深く

考える授業づくりJr子ども主体ので・と・に
学習をしたい」となっている。

子どもの「思考」を深め、学び合いの授業づ

くりをするためには、 45分の中に一人でしっか

り考える「一入学びの場」と「みんなで学び合

い」をしていくための「ヤマ場」の設定が重要

になる。この「ヤマ場Jの設定については、学

生だけの課題ではなく、学校現場の教師の共通

の課題でもある。実際の授業づくりにおいて「子

どもに付けたい力は何かJrヤマ場でどんな発

-3ー



聞を行うかj が授業のカギを握ることになる。

今回は、学生の共通課題を中心に45分の授業

に「ヤマ場」の設定を試みた模擬授業で互いに

学びあうことになった。

4 授業づくりの基になる考え方
(1) r子ども主体の授業づくりJの「で・と・
に」学習について

「子ども主体の授業づくり」のための基礎基

本として「で・と・に学習」と「授業のヤマ場

とは何かJについて互いに共通理解を図った。

まず「で・と・に学習」ついてであるが、これ

まで何度も取り組んでいることなので簡潔に記し

ていきたい。「でJは「一人で学ぶ」、「とj はみ

んなと学ぶ、「にJは生活に生かすことである。

① 一人「でJ学ぶ

「一入学びJは、教師が作成した「一入学び

の手引き」を基に学び方を学ぶのである。主な

内容は音読や教材文の視写、書き込み等がある。

「一人学び」を通して、子ども達は教材文に対

崎し、疑問や課題等を持ち「もっと知りたいJ

を取り込んでいく時間となる。

②みんな「と」学ぶ

共通課題に対して一人一人が自分の考えを出

し合ってみんなと学ぶ時間になる。

自分なりの考えを持って授業に臨むことが条

件になる。同じ課題や言葉でも人それぞれ感じ

方が違うことを知ったり、友人の意見に感心し

たりして自分の中に学びを取り込んでいく時間

になる。また、他人の考えに耳を傾けたりお互

いを認め合ったりする時間にもなる。この時間

こそが教師にとっては「ヤマ場」を設定し、子

どもに深く考えさせるための発問や手立てを用

意しなければならない重要な場になる。

③生活「に」生かす

教室で学んだことを日々の生活に生かすこと

によって主体的に学ぶ子どもを育てる場にな

る。特に読みで学んだ、ことを表現に生かすこと

で学ぶ喜びを実感することができる。

つまり、学習に必然性を持たせることであり、

教師は、教材研究の中で「子どもが夢中になり

集中できる活動」を仕組み、学びが日々の生活

を豊かにすることを実感させるようにすること

が大切である。

(2) 授業の「ヤマ場」とは何か

学生に「授業のヤマ場について」質問をする

と、特に「授業のヤマ場を意識したことはない」

「ヤマ場をどのように設定するかよく分からな

い」という声が度々あがる。

また、学校現場の公開授業に出かけて授業

参観しているとスムーズに流れるような授業に

良く出会う。予定通り、指導案に沿った授業で

参観者からは絶賛されるが、なぜか少し物足り

なさを感じるのである。

よく、授業は「ドラマ」に例えられることが多い。

「ドラマ」を見ていて、クライマックスの場面にな

ると、手に汗を握ったり、目が釘付けになったり

することが度々ある。授業においても、 45分のあ

る場面で教師も子どもも参観者も集中して「ここ

をどう乗り越えるのか」と緊張感が漂うことがあ

る。そこが「ヤマ場」ではないかと捉えている。

授業の「ヤマ場Jこそが、その授業の善し悪

しを決定する条件のひとつだと言われている。

この発問で「クラス全員を授業の中に引き込む

ことができるかJr子どもが集中して考えるこ
とができるかJr子どもの思考をいくつ予測で
きるか」等を考えながら教材研究をしていく。

授業のヤマ場について『現代授業研究大事典』

で調べると下記のことが記されていた。「授業

のヤマ場とは、授業の目標、内容に照らしてみ

ても、子ども達にとっても、もっとも困難な解

決すべき(乗り越えるべき)課題に対して、子

ども達が主体的に立ち向かい、克服していく場

面と言われています。 一中略ー授業の山場

には【基本的な定義】が3つある。

① 授業の中で子どもの意欲が盛り上がり、

学習活動がさかんな場面

② 授業の目標達成のために緊張にみちた時

間で教師の揺さぶりがあり、お互いに揺れ

る場面

③ 教師があらかじめ計画していた課題に対

して、子ども達が立ち向かい、解決した重要

な場面。この3つの定義も念頭にいれ、教材

研究を行い、指導案づくりへ繋げていきたい。
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5 学生同士で学び合った「教材研究の仕方や手11買」について
(1l 学生の課題「教材研究の仕方」の指導にあたって

教職をめざす学生にとって、授業づくりの大きな課題のひとつに「教材研究の仕方がよくわから

ない」があげられる。教育実習を終えた3，4年次の学生は、指導案の書き方や授業の進め方につ

いてはある程度理解し自信もついてきているが、実習期間中は、指導書を頼りに指導案を書き、赤

本(教師用の赤字入り教科書)を参考にしながら授業を進めてきた経緯がある。もちろん、これま

での教職系科目の中で教材研究の一定のノウハウは身につけていると思うが、まっさらな教材文を

目の前にした時、何からどのように始めるのかを十分に把握できていない学生も少なくない。 2年

次においては、すべてが初めての経験なので、この模擬授業がスタートとなる。

今回は、模擬授業の正規の時間とは別にオフィスアワーの時間を活用して「教材研究の仕方や手

順」を示し、学生と筆者が一緒になって教材研究を行い、模擬授業から授業のリフレクションまで

行ってきた。次に示す「教材研究の手順Jは、筆者が公立学校での教職経験やこれまでの研修等の

中で、自分なりに試行錯誤しながら生み出してきたものである。

「守・破・離」という言葉があるように、教職に就いた最初の頃は、初任者研修担当教師の教材

研究の手順や先行実践等を参考にしながら教材研究を進め、徐々に自己に合った教材研究の佐方を

獲得していく。今回は国語科の読みの授業づくりについて、下記の「教材研究の手順Jに沿って丁

寧に進める乙とにした。

(2l 学生に示した教材研究の手順

① 教師の一入学びシートを基に教材研究を進める。最初は指導書や赤本なしで進める。

② 教師が一読して感じたことを出し合う。

③ この教材の特色:この教材の価値について話し合う

この教材で子どもにどんなカを付けることができるかを話し合う。

ここで教師は、何度も繰り返し読んでその特色を見つけていく。

(子どもの実態を考えながら、子どもにつけてあげたい力も明確にしておく)

④ 教材文の中からキーワードやキーセンテンスをさがす。

なぜ、この言葉や文が大事か、その理由も書く

教師が読みながら感じた疑問や子どもが抱きそうな疑問や課題を書き込んでいく。

子どもが蹟きそうな所や是非押さえたいところに書き込みをする。

⑤ この教材をどのような観点で読ませるか 指導と評価の一体化をめざして、読みの観点を

3点に絞る。

⑥ これまで教材研究したことと参考文献や指導書、赤本などと比較しながら、教材研究をさ

らに深める。

⑦ 単元を貫く言語活動を何にするか、並行読書の選定を考える。

教師は、教材文を視写することによってもう一度教材文の特徴や価値について読み深め、

単元を貫く言語活動を決定する。それと同時に並行読書の選定を行う。

⑧ 単元を貫く言語活動のモデルを教師が書いてみる。

⑨ 指導計画や本時の指導案、板書計画を立てる。

⑩ 本時の「ヤマ場」における中心発問を考える。同時に子どもの思考の予測を行う。
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(3) 学生の教材研究の足跡:書き込みゃ教師の一人学びシート

教材研究の手順に沿って教材研究を進める際に「教師の一人学びシートJを提示し、それを基に

教材研究を深めてきた。教材研究の流れと学生の「教師の一入学びシート」や「教材文への書き込

みJr教材研究での仲間との学び合いJ等を記していくことにする。

手順②の教師の一読後の感想についてだが、学生は、教材文「三年とうげJ(光村図書3年下)

を読み「この教材で培うことのできる力は何か」を、各自が出し合い焦点化をしていった。

殆どの学生は、「この教材文は、主人公の心情の変化が捉えやすい」という感想を述べていた。また、

この教材文は朝鮮半島に伝わる民話で、民話独特の語り口には楽しいリズムがあり、物語の構成の「起・

承・転・結」もはっきりしていることや、文章の「転」の部分に考えを変えるきっかけがあることに

もすぐに気付くことができた。そのことを、教師自身が次のような形で捉え、まとめていくことにした。

① 物語全体の構成を捉える(普天間第二小の先生方からの学んだことを中心lこ)

起
三年とうげの様子と ①ため息が出るほど美しい眺めである三年とうげである。

言い伝え 恐ろしい言い伝えのある三年とうげである。

三年とうげで転び、
②主人公のおじいさんは、美しい景色に見とれて転んでしまう。言

承 おじいさんは病気に
い伝えを信じてしまい、おじいさんは病気になってしまう。

なってしまう。

転
トリトルがおじいさ ③おじいさんを見舞いにきたトリトルが自分の思いを話す。

んの見舞いにくる トリトルは言い伝えとは全く逆に何度も転ぶことを勧める。

おじいさんは三年と ④おじいさんはトリトルの言葉を信じて三年とうげで何度も転ぶ。

結
うげで何度も転ぶ。 ⑤転べば長生きするという歌声が聞こえてくる。

元気になっておじい ⑥すっかり元気になりおじいさんはおばあさんと幸せに暮らす。

さんは踊り出す。 ⑦聞こえてきた歌は誰が歌ったのかと読者へ問いかける。

物語や民話の構成が説明文の「はじめ・中・終わりJとは違って「起・承・転・結Jであること

を理解させるために、並行読書に準備していた教材「そらをとんだマングースJrかえるのつなひき」

「鬼ムーチーJr普天問権現の由来」でも確認していくと、子ども自身が納得するようになる。特に、

「転」の部分にこれまでの流れとは違う出来事が起ることについても指導しておく。そうすることで、

子どもは、物語の続き話を書く時にそれを活用することができるようになる。

教材文全体をこのように捉えた時に、キーワードやキーセンテンスも見えてくる。教師はキーワー

ドやキーセンテンスに線を引き、自らが書き込みをしていく。学生が教材研究の過程において実際

の文章にどのように書き込みをしたのか、「教師の一入学びシート」にどのようなことを記してい

るのかを提示することで学生の教材研究の足跡を振り返ることにする。
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教材研究のあしあと rsさん

(学生)の書き込み」から

左記の教材文の書き込みよう

に、教材研究の第一段階において、

教材文の中の大切な言葉やキーセ

ンテンス等に焦点を当てて、授業

者が読み取った事を書き込みして

いる。書き込みの中で児童が出す

だろうと思われる疑問や課題も予

想して書き込んでいる。

特に主人公のおじいさんの心情

の変化のきっかけや、おじいさん

が考えを変えていく様子が良く分

かる言葉「しばらく考えて」と「う

なずきました」を基に発問を考え、

「うん、なるほど、なるほど。」と

の行聞を読ませることにも触れて

いる。子どもの顕きそうなところ

にも印を入れている。

この書き込みを基に「教師の一

人学びシート」を作成している。
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③「教師の一入学びシートJ;丁さん(学生)

の教材研究ノートから

右記のように、 Tさんは「教

師の一入学びシートJに書き込

んだことや教材研究で大切だ

と思ったことをまとめている。

教師自身が何度も教材文を

繰り返し読み、教材文の持つ

価値、つまり、この教材文で

子どもにどんな力を付けるこ

とができるのかを明確にして

いった。

また、そのためにどの言葉

に注目させるのかキーワード

を押さえ、その言葉を基に発

問を考えていった。この一人

学びシートがやがて指導案づ

くりに繋がっていくのである。



④読みの観点を決める

手順にそって教材文を読んでは書き、書いては読んでいるうちに、教材を読む観点についても絞

り込むことができるようになっていった。学生と確認した読みの観点を記したい。

観点1:物語全体の基本構造「起・承・転・結Jを捉え、他の民話や物語にも当てはめ確認する。

観点2:中心人物を捉え、変容するきっかけをつかみ、人物の心情の変化を読み取る。

観点3:キーワードやキーセンテンスを基に読み深め、表現に繋げる。

このように学生は、教材研究の仕方を学び、それを深める過程で単元を貫く言語活動を何にする

のか、そのための並行読書をどのように位置づけていけばよいのかを理解できるようになってきた。

また、宜野湾市立普天間第二小の先生方の位置づけた「単元を貫く言語活動」や「並行読書」の選

定の良さについても学ぶことができた。さらに単元全体の指導計画については、普天間第二小のも

のを参考にした。この後は、本時についての教材研究の話し合いについて触れていく。

(4) 本時の「ヤマ場」の設定

【葛藤の場面を作るための話し合い】

「教師の一入学びシートJをもとに学生同士

が話し合い、教材文の特徴を押さえながら、本

時の「ヤマ場」にせまる中心発聞を考え、子ど

もの思考の予測まで行っていった。

「三年とうげ」は、「おじいさんが三年とうげ

で転んで病気になったが、 トリトルの話を信じ

ることによって病気が治り、おばあさんと仲良

く長生きしたこと」という内容である。

ここで大切なことは「どのようなことが書か

れていたか」の内容理解に留まることがないよ

うに、 fこの教材文で子どもにどんな力を付け

ることが出来るか」という課題意識を持って教

材研究に当たることである。この教材では「主

人公の心情の変化を読み取らせることが最も重

要になる。主人公の心情の変化を読み取らせる

ために、是非気付かせたいキーワードやキーセ

ンテンスを見つけること。なぜ、それがキーワー

ドやキーセンテンスになるかを考える」を確認

しながら教材研究を進めていった。

① キーセンテンスやキーワードを見つける

「おじいさんは、しばらく考えていましたが、

うなずきました」はキーセンテンスである。

おじいさんの心情は、この文を境に変化して

いくのである。ここで大切なのは「しばらく考

えて」で、おじいさんがしばらく何を考えたの

か、読み手自身も考えていくことである。

人間が自分の考えを変えていく過程には、

様々な迷いがある。その迷いを乗りこえ、多様

な考えに耳を傾けていくことで、自分の考えを

変えるゆとりがでてくることを、 3年生なりに

気づかせていくことや子どもに少し困難な課題

を突きつけることで、読みが深まることを学生

同士で確認していった。

そこでおじいさんの変容していく様子をしっ

かり把握させると同時に、おじいさんが自分の

考えを変えていく過程を、行聞から読み取らせ

るための発問や、押さえたいキーワードについ

て話し合った。

② 指導の手順に沿って本時の言語活動や発

聞を考える

O言語活動1:まず、最初は、病気になった時
と病気が治った時のおじいさんの心情の変化

を、文章や挿絵、歌を対比することよって明

確にしていくようにする。

おじいさんの表情、しぐさ、様子が分かり

やすく表現されているのでそれをしっかり押

さえ、それを確認することは大切である。そ

れを対比させ「おじいさんの気持ちが不安・

心配→嬉しい・楽しいに変わった。」に気付

かせる。それは第一段階である。次の段階へ

子どもを連れていく必要がある。

0中心発問「おじいさんは、どうして急に考え
を変えることができたのだろうか。」の発問

で思考を深める。

子どもは、すぐに「トリトルさんの言うと

おりにしたからJとつぶやくであろう。

ここで、子どものつぶやきを逃すことなく

教師は揺さぶりの発問を用意しておくことが
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重要である。

O揺さぶりの発問①「トリトルの話を聞くだけ

で、こんなにも表情や様子が変わり、病気ま

で治ることができるのかなJと投げかける。

子どもにしばらく思考する時聞を与える。子

どもの表情や睦きをもとに、さらに「ゆさぶ

りの発問」をかけるための準備をする。

0揺さぶり発問②「おじいさんは、 トリトルさ
んの話を聞いてすぐに信じて実行にうつした

のかな」と問い返す。

子どもは、教材文に目を通し「おじいさんは、

しばらく考えていましたが、うなずきました」

このセンテンスに気づくであろう。ここを大切

に扱っていきたい。

「しばらくJの中におじいさんの葛藤があり、

それは、読み手の葛藤にもなるはずである。

信じていいか、信じない方がいいかと葛藤の末、

生まれてきたのが自分を納得させる言葉である。

その言葉こそが、読み手がこの民話から学ん

だことにも繋がる。そして、それは、一般化する

ことにも繋がっていくものである。これまで信じ

て疑わなかった考えを変えていくことの葛藤は、

日々の生活の中でも良くあることである。発想の

転換や多様な考えに気づく絶好の機会である。

一人一人の学びの違いを交流することによっ

て、子どもは多様な考えに気づき、多くのこと

を学ぶことになる。そこをヤマ場に持っていく

必要がある。

③ 本時の授業の主な発問に対しての子どもの

思考の予測

T: rおじいさんが、今まで信じきっていた考
えを変えることができたのはなぜか」

違う考えを取り入れる時には、自分を含め周

りにもプラスになるかどうかを考える。

T:おじいさんは自分や周りにとってどんない

いことがあると考えたのかな。

C : r病気が治るかもしれないJrおばあさんも
喜ぶかも知れないJr自分のように転んで病気
になった人を救えるかも知れないJr病気になっ
てみんなに迷惑かけているからみんなも喜ぶか

も知れない」が予測できる。

T:トリトルの考えに対しては

C : rなかなかおもしろいJrユニークだJrこ
んな考え方もあるんだJrなるほど、 トリトル
のいう考え方も確かにあるな。今までどうして

思いつかなかったのかJrトリトルのような考
えを伝えればみんなが長生きできる。そうしょ

うかな」

「昔からの言い伝えは、 3年とうげで1回転ん

だ時のことだ。何回も転べば長生きできるとは

何とおもしろいことか。愉快だ」

「トリトルの考えは、言い伝えとは全く反対の

ことだが、とてもおもしろい。まずは、 トリト

ルのいうことを信じて実行してみよう。きっと

病気が治るかもしれないJ

rl回転んで3年、 2回転んで6年、 3回転ん

で9年、できるだけ多く転べば長生きできるか

もしれないぞ。よし、実行してみよう」

T:今まで自分が信じ切っていた「言い伝えJ

に対しては

C : rもしかすると、迷信かもしれないJrこの
言い伝えには、きっと他の理由があるかもし

れないJrひとつのことにこだわりすぎていた」
という反省など、自分の生活と結び付けながら

切り返していくことが大事だ」

「そうだ，言い伝えばかりを信じるのではなく

他の考えに耳を傾けることも大切だ」

「もし、これで病気が治るなら試してみる価値

がある」

r3年しか生きられないJという言い伝えはあ

るが、本当にそうなのか、これは、三年峠を守

るための言い伝えかもしれないJ

「これまで病気を治すためにお医者さんにも見

てもらった。でも良くならない こうなったら

思いつきり試してみることにしよう。」

「これが病気を治す切り札だ。よし、挑戦して

みるぞJ

このように、教師の発問に対して、子どもの

顔を思い浮かべながら思考を予測していくこと

の大切さを学生に指導していった。

そうすることで『現代授業研究大事典』に記

されていたこと「困難な課題に立ち向かい、克

服していくのは子ども達自身であるが、そのよ

うな課題を提起し子どもたちに追求過程を促
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進・発展させるような組織的活動を仕組んでい

くのはもっぱら教師の仕事である。授業の中で、

子ども達の注意力と興味を惹きつけ最後まで持

続させていく教師の働きなくして、子ども達を

ヤマ場=クライマックスに突き動かしていくこ

とはできない。 45分の授業で何をこそ教えるの

か、どんな力を付けるのか目標・内容は、単ー

であり、かつ具体的、明確でなければならない。」

を自分の中に取り込むことが出来ると考えた。

6 学生の模擬授業から
(1) 単元を貫く言語活動を基にした板書計画について

単元を貫く言語活動とは何か、なぜ、単元を貫く言語活動を位置づけなければならないのかを確

認するために指導要領を紐解くと同時に、水戸部修治文科省調査官の資料を参考にしながら学生と

共通理解を図ることにした。

① 「単元を貫く言語活動とは」

水戸部修治文科省調査官の資料には、単元を貫く言語活動を次のように説明している。

「当該単元で付けたい国語の能力を確実に子供たちに身に付けるために、子供たちの主体的な思

考・判断が生かされる課題解決の過程となるよう、言語活動を、単元全体を通して一貫したものと

して位置づけるものである。」

また、全ての教科の基礎となる国語科の言語活動の充実についても、水戸部修治文科省調査官は

4つの原則を押さえている。

② 言語活動の充実の4つの原則

女本単元で付けたい力を見極める(実生活で生きる力、年聞を通した指導事項選定)

女付けたい力にぴったりな言語活動を選定

(言語活動自体の教材研究が必要)

宮崎言語活動を単元を貫いて位置づける(子ども自身にとっての課題解決の過程を構築)

*子どもの「大好き!J r心に響く」を重視(主体的思考・判断を活発に)
③ 「なぜ単元を貫く言語活動を位置づけるのかJ

教育振興基本計画 (H25，6，14閣議決定)には、下記のように記されている。

「子ども達に基礎的・基本的な知識・技能と思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に取り組む

態度などの確かな学力を身に付けさせるため、教育内容・方法の一層の充実を図る。その際、特に、

自らの課題を発見し解決する力、他者と協働するためのコミュニケーション能力、物事を多様な観

点から論理的に考察する力などの育成を重視する。」

このような基本的なことをしっかり学生と確認してから、単元を貫く言語活動と板書との関連を

図るようにした。

④ ガイドトライアングル(普天間第二小で学んだことを参考)の

良さについて

普天間第二小の先生方が位置づけた「単元を貫く言語活動のガイド

トライアングル」は、主人公の心情の変化が一目瞭然で分かるし、お

じいさんが自分の考えを変えたきっかけや訳も明らかにするように

なっている。

単元を貫く言語活動として適切なものであることを皆で共有することが

できた。子どもたちが45分で学んでいく中で、板書計画とガイドトライア

ングルを関連づけるようにする。そうする乙とで、学びの足跡がガイドト

ライアングルに記入され、いつのまにかそれが出来上がっていくのである。

nu 
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E
4

並行読書で作成した

普天間第二小の児童の作品



⑤ 普天間第二小の板書に学びながら学生なりの板書を創っていく取組

ア 普天間第二小の実践:学びの基になった板書

「良い授業に学ぼう」という合い言葉の基に普

天間第二小学校の3学年の先生方の公開授業の

本時の板書に学ぶことになった。普天第二小の

先生方は、子ども達が既に分かつている言葉は

あらかじめ短冊に準備していた。新たに児童が

出した言葉は、確実に板書していた。

教材文を丸ごと読むことを心がけ、なぜ、この

言葉を選んだのか、その言葉からどのようなこ

とが分かつたのかを交流することに時間をかけ

ていた。とても参考になる授業であった。

(2) 本時の模擬授業の様子から

① Sさん(学生)の発問と板書との関わり

Sさん(学生)は、普天間第二小の実

践で、黒板を上下に分けて、おじいさ

んの心情の変化を比較していたのに対

し、教材文の流れに沿って板書計画を

立てて実践をすることにした。

学生同士で教材研究を深め、子ども

の思考を深める手立てとして、行聞を

読ませるための板書を考えたのである。

「おじいさんは、しばらく考えていま

したが、うなずきましたJと「うん、

なるほど、なるほど。」の聞におじいさんの思いを考えさせるためのスペースを作っている。子ど

もは教師の発聞を受けて、②ガイドトライアングルに自分の考えを記入していく。子どもの思いや

考えがそのスペースに板書されていった。

②授業の「ヤマ場Jの一部分を紹介

T:トリトルさんの話を聞いておじいさんはすぐに信じたか、迷ったか、どちらかに手をあげて
下さい。

A すぐに信じた B 迷った C 最初迷い、やがて納得した(後から出た考え)

殆どの子が「迷った」に手をあげた。そこで教師が

T : rおじいさんは、本当に迷ったのかな。そんなこと何も書かれていないよ」と揺さぶりをか
けた。すると、子どもは教材文の「しばらく考えていましたJという文章に目を向けて「しばらく

の聞は迷っていたが、やがて納得した」という考えを新たに出したのである。

T:おじいさんは、自分自身を納得させるためにどんなことを考えたのか

C:何もやらないで死ぬよりは、もう一度転んでみよう。

C:前向きにかけ算方式で行こう。

C:転んだだけ増えるから転ぼう。

C:トリトルの言うとおりかもしれない。もうこの生活は辛い。早く、病気を直したい。

板書からも分かるように心情の変化を良く捉えていて、「どうして、おじいさんが自分の考えを
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変えることができたか」についても、行聞を読む手立ての中でしっかり考えていた。

授業の振り返りにおいても「他の人の考えに耳を傾けることも大切だJrトリトルのように、前

向きにものごと考えていきたいJr物事にはいろいろな見方があるんだJrひとつのことにこだわ

り過ぎると病気になってしまう」など、多様な物の見方の大切さについて触れていた。ある程度、

教材研究で学んだ事が生かされている。

③ 子どものガイドトライアングルから見えてきたこと

上記のガイドトライアングルと板書がリンクしていること良くわかる。子どものガイドトライア

ングルにも記入されているように「きっかけ、変わった理由」をしっかり捉えると同時に心情の変

化を対比表現で表していることが分かる。

おじいさんの表情の変化の絵も自ら描いていることから、読みで学んだことがガイドトライアン

グルに素直に表現されている。このように、読みで学んだことを表現活動に繋げることによって定

着を図ることができ、読み書き関連の良さが明確になっていく。

台置働相礎知強制Zζと馳CIl>1!:量鏑，:a;腿8Im6でE咽収<~叫
画包ιm隠，，19K:量出:>d知町.・<ct邑曹主事事官官.

d:..!~J.5.!-.:"一一一一一…一……-

(3) 授業後のリフレクション

①授業者Sさんの説明から

左記の自己評価シートは、授業者Sさんの感想で

ある。感想からも分かるように自分の授業の課題を

しっかり捉えている。

授業の「ヤマ場」を意識しながら発問をし、子ど

もの思いや考えをできる限り授業生かすように心が

けていたようだが、実際には、上手く出来なかった

訳を記している。

教師自身の中に「どうして行聞を読むのか」をしっ

かり持つことと、子どもにも「行聞を読むことの大

切さ」に気づかせること、それが、思考を深めるこ

とに繋がる。そこが課題であり、授業者の大きな学

びでもある。「時聞をかけて教材研究をしていても授
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業に課題はっきものであること」を学ぶことができたようである。

② 授業者の課題を皆で共有する

授業者の感想からも分かるように、「模擬授業を通して何を学んだか」が重要である。今回の授

業者は、「行間を読むことが子どもの思考を深め、お互いの読みを交流していく大切な手立てであ

ること」を実感している。授業者の課題の中に授業者の成長を見ることができる。

授業者の課題は、授業者だけのものではなく、ここで学んでいる皆の課題でもあることを確認し、

課題解決にむけた話し合いが行われた。今回は、板書計画と発問の関わりが明確になっていたので、

板書を通して「授業づくり」の話し合いや振り返りが活発に行われた。板書そのものに授業者の思

いや指導力が表れていることを再確認することができた。

③授業評価シートを基に話し合い

授業者の課題と同時に生徒役の学生も授業評価シートに授業評価を行っている。

右記の授業評価シートにもあるように、板書に工夫があり、変わる前→きっかけ→変わった後の

流れが分かりやすかったと記されている。また、子ども一人一人の考えを上手にまとめて板書して

いったことや、子どもへの声かけのきめ細かさについて学ぶことが多かったなどの声も数多く上がっ

ていた。

その一方、対比表現をしっかり押さえることや、その時の気持ちを色で表現させていたが、その

時の子どもの発言を板書する必要があ| 宇習指揮嵩・槙舗提欝醇価審

るという意見も出ていた。また、行間 I _ ，'~"_~~_ ."，2，鞘評価艶
| 【学習指@寮】

を読ませた後、「うん、なるほど、な I f 一一一 __.td I 剛一一
るほど。」にも目を向けさせて、「なる

ほど」が2回も繰り返されている訳を

考えさせることが大切であるというこ

とにも触れている。

そうすることで、「おじいさんがふ

とんからはね起きた」ことや「わざと

ひっくり返り転んだ」ことに納得がい

くのではないかという貴重な意見が出

ていた。

その後、今回の模擬授業で学んだこ

とを自分の授業づくりにどのように生

かしていくかを「自己評価シート」に

まとめていった。

【学留指海軍Eと本践の鏡幾巴ついてのコメジト】
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④ 自己評価シートから
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~61と陣、自治の@えが寝泊つr.:"l'I!<なっEりして自己n管理げることであると隠施E

鹿aな気潤ちで他人目置を聞"11!"、学皇室うと菅る鰻館。圃鹿が褒=りすることE且って
~\"'V. 1111の飽!l>と111告で8舗の気錨5t:!置臨がどの橿1111畏れてきたかで自己膚聞してい〈
と良川でザね. 自己岬由カm ド訟提出してJlIS，棄す.

主主護主

ここでは、二人の学生の自己評価シートを提示する。 Tさんの自己評価シートには、教材研究を

仲間と行うことの楽しさ、教師同士がEいに学び合うことの大切さが述べられている。また、 Sさ

んの模擬授業から学んだことも具体的に記されている。このことから、「授業力は、教師同士のチー

ムワークの中で向上する」ことや「授業力が板書に表れる」ことなどを身をもって体験したことに

なる。このような経験は、近い将来、学校現場で教壇に立った時に、授業に確実に生かされるもの

だと確信している。

Aさんは、常に自己の課題として「思考する授業づくりJを追求し続けていて、その視点で自己

評価シートに記している。 r子どもに寄り添い、子どもと授業を創り上げる」ために具体的にど

うすれば良いかについてしっかり考えながら模擬授業に参加している。

そして、他人の授業から学んだことを自分の授業にどう生かしていくのかについて触れている。

教師として「常に学び続ける」姿勢が既に備わっている。教壇に立った時、一時間一時間の授業

を大切にしながら授業力向上に日々努めていくだろう。

このように学生の自己評価シートから学生の可能性の大きさを実感している。

7 学生の授業力向上に向けた支援について

(1 ) 学生の課題に沿いながら「模擬授業」を進める

模擬授業を通して、「学生にどんな力をつけたら良いだろうか」と考えた時、学生の共通の課題

に沿いながら「教材研究から授業実践、リフレクションまでを丁寧に行っていくことJがきわめて

重要となる。このことは当然のことであるが、実際の講義の時間では、学生の模擬授業とリフレク

ションを行うだけで精一杯である。そこで今回は、オフィスアワーの時間を上手く活用しながら学

生の課題に寄り添った指導等を行ってきた。

学生が授業力をつけるためには、模擬授業を数多く行ったり他人の授業を参観したりすることも
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大切であるが、それだけでは物足りないことを学生自身がよく知っている。「授業の本質」に迫
っ

たり、「共通の課題解決に積極的に挑んだり」するためには、授業づくりの一連の流れの中で教
員

と学生が共に学び合いながら授業を創っていかねばならない。

教員の授業力は、学生に大きく影響していくので「教師としての姿勢や真撃に授業に向き合う姿

勢」を見せていくことも重要であり、教員自身の授業カ向上への努力が欠かせない。

学生自身が近い将来、学校現場に出た時に、実践力のある教師としての力を発揮したり、授業づ
く

りを自分自身の課題として追求し続ける姿勢を持ち続けたりするためには、学生の頃から身に付
け

て置かなければならないことがあることにも気づかせていく必要がある。

そのためにも、学生の生の声に耳を傾け、学生の課題に沿った授業づくりを今後も継続していく

ことが重要で、それが学生の授業力の向上に繋がることを確信することができた。

(2) 学校現場の校内研究等とリンクした模擬授業と槙擬授業だよりの発行

今回の模擬授業の特徴は、普天間第二小の校内研究授業に学び、その良さを学生自身が自分の模

擬授業に生かしていることにある。学生が学校現場に出向き、校内研究授業を観察したり授業研
究

会に参加したりすることには、授業に関することだけでなく学級経営の仕方等にも目を向けるな
ど

予想以上の学びをしている。

これまで記述してきたように、学校現場で学んだことを基に仲間同士で教材研究の仕方を学び、

それを指導案づくりに繋げて模擬授業を実施している。リフレクシヨンでさらに話し合い、自分
の

学んだことを自己評価シートにまとめている。とても有意義な取組になった。

① 「三年とうげ」の授業を二度学ぶ

次の週の模擬授業の時間で「模擬授業だよりj を通して、授業の成果と課題を確認するようにし

ている。

右記の「模擬授業だよりJ(筆者作成)は、

Nさんの r3年とうげJの授業を記述している。

「教材研究の段階で特に力を入れたことが実際

の授業にどう生かされたのかJrそれは、板書

にどのように表れているのかJr中心発問やゆ

さぶりの発問は適切であったかJrリフレクショ

ンで出たことで大切な学びはなんだ、ったのか」

などを含めて、簡潔に記載するように心がけて

いる。

このように、「模擬授業だよりJは、大事な

ことを確認すると同時に、今回の課題を次の授

業者へ繋げる大切な役目も果たしている。

また、学生が学校現場に出て「授業づくり」

で少し困った時に振り返ることができるように

作成には、気を配っている。

② 福井県の名人の授業に学んで

ここでもうひとつ福井県の名人の授業を基に

教材研究を行い、模擬授業に繋げた事例を「模

擬授業だより」で紹介したい。

この模擬授業は、 4年生の「算数科において

事擬捜業だよ
第S号

1Il3白蜜蜂緩蟻曹世富田直認さん
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Cι田悠曹がでて〈ると暗いきます.その也君曹在色チョーヲで飯田したいで曹ね.

一 一一敏窃が「お口いさん隊、トリトル副題苦闘いてすぐE由vlt.tJ¥モnとも越つIt.1l'J聾出
曹己とで子tも眠、「レばらく替えてJ白根油在甚に、少し躍ったがやがて暗じるようEな

っreclil見を出しています.そこで、盟師tPr指ul，'古んが遣いながらも自分苦闘徳吉ぜる
E由Eどんなこと在替えIt.1l'J由艶聞で子どもが副団富在宅管えをとんとん出してきました.

ここで敏師肱満Eするこιな〈、さらにrうん、理事ほど.な晶ほと.Jとなぜ21olち揖
り遁レたの泊、在智えさぜ畠.そうす晶ことで、調じい芭んの踊帽の強さ在確留で宮ます担.

おじいさん砿‘自泊自畠に強〈冨いf!IIかぜ1t.1J'6こそ、「布団から陪拍超君臨いっ吉り転S

ことがで曹疋ことj在臨み手である子どち自畢1sII<嗣帽することができると思いきます.
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11111管閣鴎怨
今回隠.報11H誌の綬復名人の先生の掴弓寝
を@雪量E横田沼複を行いまし1e.子どち主1$
の綬11，敏え疋いことを子どちの問。ら引宮
出すということを回線<:ffうつもりでレ疋が
実隠にやって見dと、叡節がaり11"宮て、鍛
え疋い肉窃を子とも~ら引き出11"ことがあまり幽来なかっ1ëなと慮じまし1ë.
ま疋λ ー@大きい型車砿 亘盆且þ亘A.9.~ という，gnレた@えが出て'"尼崎に.理由を
SっとlI!!01eり掴民きぶりをかηて子どち還がより脅えられるような舗を作れ1eらよかっ疋な
と感じまし疋.今自の割健箆夜祭を行うに当たコて、良い鑓li1をEヨ似ること隠とても大切Eと
なと感じまレた.私が今までやってきた銀援の流町と隠直ってい足り45治という思られ1e
防聞の申でじっかり毅え疋い岡留をおさえることの大切さを学S己とができました，.I'J滋科
にお廿る畢羽活衝をどのように創ってい〈かという館館を2的、今日、趨じた探留をこれか
ら見留し、限鑓治アップができるように頑湿っていg尼いで11". (1互利〉

侵援省司税鴎の中に本防白後援の梅子が良<eをわれていきま写.限11<:ヤマ留を作るEめには.
敏聞のE咽的な仕組みが大切になってきますね.綬砲を8ちんとまとめることζゆが鎖くと.ヤ
マII!の段.. が砲し〈なります.rャマ縄」の館定で殺防も子どちち餓えられていきま雪，.
「良川侵震を興似る」こと陪.ベテランEなってち行い尼いものです.Jjl!.¥m;鍵を毘似るため
に降、ぞれ疋けの:tJ1iIが毘求される由で!!I11iで隠ありまttん.他人の侵磁を貿似て上手〈いくと
いうこと降、それだけ慢禦省のおEが付いていると由ってち巡宮でほありまゼん.どんどん、良
い侵震を腐似て下さい.その路‘自分の良さをE量り込むことを忘れないで下さいね」
昌徳利における宮田宮働の充実においてち、叡1JIel!llが森崎町「ぬらしU に隠してどこで.ど
のように どの冒惑をしっかり持さえるかを闇砲に縛って1lI111レ.ぞの2震を活用に鍵げていく
ようCし尼いで，ね.今回由11111科にお付る宮間活舶の鍋"'lIi館、とてち惨警になりまレ疋鈎.
139:いに良いなと国つ1e鱈司gJ'j浴@ほ.叙潤E費究ノートに肥録して下さt.¥ta.
自己解価カ旬。ードから
r子ともの悶温いを置か11"1受議Jの腿レさをiiI!!Oて実感レまレ1e.正しい7ヨ陶E絡ってい
こうとすると‘どうしてち忽師tJ'!きし11"吉てしまい11<11".そういう崎こそ.子と包閤土の窓
劃を取り入れ.間遭いを上手く活用してい〈己とが必恩かなと思いまし1e.lIo丘、今回は.
rl5l1i科の宮鑓活."<:ついてもo轡巴なりまし疋(額111)

言語活動の充実をどのよう図っていけば良いか」

を考えながら学生なりに指導の手立てを考え授業

実臨に繋げた。概数の指導の中で良く使用される

「四捨五入Jr以上Jr以下Jr未満」の言葉を分か
りやすく丁寧に指導していることが分かる。この

模擬授業の成果と課題も「模擬授業だより」を基

に共有し確認していった。

(3) 指導主事に学ぶ

NARAEネット関連で那覇市立教育研究所の指導主事との連携を図っている。今回は、理科と

道徳の指導主事を招聴し、実際に講話や模擬授業を実施した。

指導主事の講話から学生が何を学び、どのようなことを感じたかを、学生の自己評価シートを

基に紹介したい。 指導主事の理科の講話や授業を

通して、学生は「理科の授業が、こんなにも生活

と結びついているなんて驚きましたJr特に印象

に残っていることは、学校の学びを生活に繋げる

ための教材や手立ての準備の大事さについてです。

このことは、全ての教科に共通していることです。」

「子どもたちが身の周りのたくさんの不思議をみつ

け、「なぜだろう」と興味を持ち調べていくという

態度を育てることが大事だと思いましたJr玉村先
生の教材研究ノートを拝見して教師は、常に学び

続けていくことが大切で、教師自身が楽しい授業

をつくるために教材研究を深めていくことがわか

りました」等、多くの学びが記されている。「模擬

授業だよりJで、再度、学びを確認していった。

指導主事は、講話の中で教科の専門性を基にし

た授業づくりに加え、教材研究の積み重ね方にま

で触れて下さり、学生に大きな示唆を与えて下さっ

た。学生は、早速、学んだことを実践に繋げている。

平成26年後期
lJrG2tHl10局299

凶泊五 tli1. i!.~砂子

『型車科隊、すご〈おちしろい IJ 
「めざす叡師畿を示して下さいまし
たJ: lllitt:ありがとうございまし定.

3i1!f~..り宛æ由\::lIa臥.内@が1Il<60鈴
があっという閣に趨gてj，¥8Sl"re..rU?と.包
切と歩11縫いJというIIIいl::msn9!レ"".
健制の綬..，，<りの処"a，興期e，白々 の笠!循

との油川崎U付留に1Il!'!の途騰でし，，"，と℃包，脅かりゅ習い::Jνゼン7-ションで.11'おり究室
の回包 -e~レっかり。のゆに入コてt.H! ø:レ
た.l礎調レている私たち自主‘。にゆとりの..う
なもの傍紹じ唱がら夢。にな9て~S;:とがで
l:!f.U...1.:..ぞれ".忽ぜでレ~うII'?
"10と:1.1'830先!u，円ッタ>1<-ンが臨くてtIl
〈火芭い"ら、"'''""住ご賞。周の""うならのをE
.."て下e-."ltt:ml，olo;v・後.."ているだり
でぬ自民への@れゆ備銀@が窓絞れておIJした.
。レ.かおり先9;の学憾の子どもだお足ら「ぬ

なんでS照会ているんだよ.慢
<:SIII 
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8 成果と課題

(1) 成果について

① 「学生の授業づくりにおける課題は何かJ

をしっかり把握し、その課題に沿いながら

授業づくりを行う乙とによって、学生自身

が主体的に模擬授業づくりに取組み、自己

の課題解決に意欲的に挑むことができてい

る。特に「教材研究の仕方」を身に付ける

ようになってから、教材を観る視点が明確

になり「子ども主体の授業づくり」のため

に、教師がどんな手立てや発問を考えたら

良いかを具体的に考えている。

② 学校現場に出向き、校内研究会の授業や

授業研究会への参加が増えるにつれて、授

業を観察する視点にも変化がでてきた。良

い授業等に触れることにより、学生の授業

づくりに対する意欲が高まり、実際の模擬

授業においても学校現場で見た子ども達の

ことをイメージしながら子どもの思いや考

え、肱きを拾うことができるようになって

いる。授業力に明らかな変容が見える。

③ NARAEネットの関連で指導主事との

連携を図りながら実際に模擬授業に関わっ

て頂くことにより、各教科における専門性

の重要さに気づくようになっている。

また、沖縄県や那覇市等の学校現場の授

業づくりの現状についても詳しく知る機会

になっていて、各自が「今後、学生時代に

力を入れていくことは何か」等を明らかに

することができている。

④ 4年次、 3年次、 2年次が一堂に会し、

ひとつの授業について「子ども主体の授業

づくり」や「授業のヤマ場」について話し

合い、学び合うことで、発言の内容に深ま

りと広がり、そして具体性が出てきている。

お互いに切礎琢磨しながら授業づくりを行

うことに喜びゃ楽しみを感じるようになっ

ている。

(2) 課題について

① 模擬授業を行うにあたって、目の前に実

際に子どもがいないので、子どもの実態に

即さない抽象的な発聞にも学生が上手く応

えてしまうことが時に見られる。授業者の

臨機応変な対応や、新たな発問を生み出す

ためにも、「子ども理解について」もっと

深めていきたい。

② 模擬授業において、 15回の授業の中でー

人l回の模擬授業の実施となっている。そ

のため、授業内容が導入であったり小単元

になったりすることが度々ある。単元全体

を通して「授業のヤマ場」となる第2次や

第3次を模擬授業に位置づける乙とが望ま

しいので、単元全体を見通した授業づくり

を行うための工夫に取り組んでいく必要が

ある。

③ 各単元の教材や備品が揃っているわけで

はないので1時間の授業づくりのために教

材研究以外の教材教具づくり等に時間がか

かることが多い。学生は手作りで頑張って

いるが、教育実践総合センターの方で基本

的な教材教具を揃える必要がある。

④ 学校現場の校内研究授業へ参加すること

は有意義であるが、学生自身のスケジュー

ルの関係で、全員が参加できない状祝にあ

る。現在は、都合のつく学生のみの参加に

なっているが、できるだけ多くの校内研究

会を紹介し、多くの学生が参加できるよう

にしていきたい。また、地域と連携して取

り組んでいる授業づくりにも参加してもら

い、教師のコーデイネーターとしての役割

についても学んで欲しいと思っている。

9 終わりに

学生の「模擬授業Jは、現在も継続中である

が、回を重ねるごとに学生の「模擬授業」によ

り良い変化がでている。これは、一人一人が「自

分の授業づくりの課題な何か」を明確にし、課

題解決に向けた具体的な手立てをもとに授業実

践を行い、リフレクションで主体的に学んでい

るからである。この積み重ねの中で、学生同士

の学びに深まりと広がりがでている。

このように成果と課題を共有しながら、一つ

一つの課題を丁寧に解決し、それをお互いの学

びの財産として蓄積していくことの大切さを学
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生自身が感じていることを頼もしく，思っている。

今後、「模擬授業」を通して、学生の授業力

の向上をさらに支援していくためにも今回取り

上げた4つの課題解決に向けて早速取り組む必

要があると考えている。特に、「模擬授業を行

う上での環境作り」等は、急務だと捉えている。

学生との教材研究の時聞を確保するためのオ

フィスアワーの時間の有効な活用や、模掘授業

を行う上での基本的な教材教具を揃え、備品室

を確保する等は、早めに解決していく必要があ

る。

また、学校現場や指導主事との連携が学生の

授業づくりに大きな効果を上げていることから

も、それを継続して行うために「成果と課題」

をしっかり伝えながら信頼関係を深めていく必

要があると考えている。

さらに、これまでの「模擬授業」での学びの蓄

積を目に見える形にして、これから受講する学生

に伝えていくことが重要である。

蓄積の第一歩として本稿では、第3回目の「模

擬授業Jを取り上げ、教材研究の仕方や「ヤマ

場Jの設定の仕方、子どもの思考を深めるため

の取り組みについて記してきた。

第1回目の課題から現在までの模擬授業の学

びの積み重ねは、学生一人一人の教材研究ノー

トに丁寧に記されている。この教材研究ノート

は学生個人のものであるが、お互いに共有でき

る方法を模索していきたいと思う。

本稿を書くに当たっても、後期「模擬授業」

の受講生10名の教材研究の足跡や授業中の板書

や実践のワークシート、授業後の自己評価シー

トや授業評価シートなどが省察を行う上で欠か

せない資料となった。全面的に協力してくれた

学生一人一人のお陰で本稿が出来上がったと

言っても過言ではない。

今回r3年とうげ」の模擬授業を積極的に行っ

た佐次回夏紀さん(実践学3年次)、教材研究

等に最初から最後まで参加し、授業者に支援を

送った友利理乃さん(実践学3年次)新川楓人

さん(実践学3年次)をはじめ、受講生全員に

感謝を申し上げたい。

今回の実践事例をスタートとして、学生の授

業力向上に向けた実践的な取組を積み重ね、常

により良い授業づくりに向けて追究し続ける学

生を育てていきたいと思う。学校現場で実践力

のある教師として活躍できるように学生の可能

性を大切にしていきたい。
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